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パウル原典との対応表
1. 前号掲載「ヘルマン・パウル科学論摘要」正誤表
本稿の筆者は，ヘルマン・パウルの思想を言語学説の個個の部分の内容
から方法論・科学論に至るまでよく整理し直し，見極めたいと考えてい
る．このため本誌前号において，パウルの科学論についてとりあえず筆者
に可能であった限りでの整理を試みたが，それには筆者の誤読と誤記によ
り訂正すぺき箇所があることが分かったので，次のとおり正誤表を置い
た．ご寛恕を請う．
ページ 誤
糾 〔 4 〕…•••他方，
正
〔4〕（〔15〕←ー） ••…•他方，
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(〔39〕.….､を見よ)(Psg.s.1)
(〔64〕……を見よ）
(－→[70])92.これまで……
〔11〕
〔22〕
〔23〕
§2．
〔32〕
(〔39〕……を見よ）
(〔63〕……を見よ）
(一→[70])
これまで……
〔11〕
〔22〕
〔23〕
87
93
この項全体をS.102(2)a)の[46]の前へ
移す．
この項を全て抹消する．
〔58〕（〔42〕一を見よ）
〔59〕（〔18〕－を見よ）
〔68〕（〔16〕←一一→〔16〕）
〔70〕（〔23〕←－）
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〔38〕
〔58〕（〔41〕一を見よ）
〔59〕（〔17〕－を見よ）
〔68〕（〔14〕←一一→〔14〕）
〔70〕（〔22〕一→）
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2． 序 言
パウルは観察の及ぶ言語の精綴な研究の成果に基づき，人間の言語の最
低要件が出揃うまでの発展を想像し，若干の文献で叙述している．本稿は
それら文献の叙述内容を総合・整理したものである． この発展過程は言語
の起原の問題として古くから多くの論者の出現を見，近頃では人類学者が
活発に研究している． この中でパウルの所説は，今世紀始めの諸科学の成
果に基づいた一定の到達水準を示すものである．彼は当時言語研究の第一
人者であったが，同時に科学全般，従って地質学・進化論・心理学・生理
学等にも広い視野と教養を持っていたからである．彼は講演『言語の起
原』の始めに「……私は……言語学の現水準から問い〔言語の起原の問題
一福田〕について確定しうると信ずる所を述べる……」と語る．パウル
の所説が今日の諸科学の水準から見てどう評価されるべきかは，文化人類
学者その他の力を借りねばならぬが，パウルの言語理論の一環を確認し，
本邦言語学界にもまだよく知られていなかったパウルの言語起原論を紹介
しておくことに，何ほどか意義あることを望みとして本稿を提出する．文
献を挙げたあとさらに叙述方針の詳細を述べる．
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3． 文献とその略号
本稿に係わりのあるヘルマン・パウルの著作ないし著作箇所は次の5点
である．内1． 3．4．5がパウルが言語の起原について所説を述べてい
る主要文献であると思われる．各冒頭にゴシック体で記したのはそれぞれ
の略号であり， ‘注'および‘パウル原典との対応表，で利用した．
1. US.:Deγ〃”γ""g〃γ砂γαc舵．In:BeMZgFz"γA砲e籾e伽g〃
助伽"gJg.1907Nr.13u.14.
講演『言語の起原』は1907年1月12日，全ドイツ国語協会ミュンヘン支
部で行われた．筆者はすでにこの訳稿を用意しており，遠からずいずれか
の誌上で公表するつもりでいる． この訳稿には内容のまとまりごとに訳者
の手による通し番号が付されている．本稿で略号US.の次に[]に入
れて表記されているのはその通し番号の数字であり，相応する箇所を指示
する．
2. VP.:IZeγ肪伽ゆりC肋ﾉﾛgig.In:卵〃'"たc"gMb"〃S"戒g,1910,
2. Bd.Miinchen,S.363-373.福田訳『民族心理学について』，
「千里山文学論集」第31号（関西大学大学院文学研究科院生協議会，
吹田市1984年12月）所収
この邦訳にも1のそれ同様通し番号が付されている．略号に続く 〔 〕
内の数字の意味も前項同様である．
3. AMG.:A"/gzI62〃"dハ伽加吻吻γGesc"紬応2"jSse"sch城e".Berlin
undLeipzigl920.S.16-27.
これについてはページとそのページの何番目の段落(Absatz)にあるかを
次例のように示した:AMG,S.22,2.Ab.(22ページ第2段落)．
4． PSG.：月伽z城g〃〃γ砂γαc"gEsc航〃e,5.Aufl.Hallel920,IX.
Kap・Ursch6pfung.福本喜之助訳『言語史原理』講談社1965,講談
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社学術文庫（上下二冊）1976．第9章，創造語．
次例のように§とページの指示をしたが，適宜一部省略した場合もあ
る:PSG,130S.184訳172文上327.(i130原書184ページ，邦訳1965年
刊単行書172ページ，文庫版(上)327ページ.）
5"PSG@:〃伽獅g〃虎γ助γαc"gFsc伽〃e,1.AuH.Hallel880.
Cap.X.Ursch6pfung.
これは4の初版であるが， 2版以降削除された叙述があり，参考になる
と思われたので本稿の叙述小区分［17．19．112．113］で利用した．
4． 叙述方針
1． 人間に言語のない状態から人間言語の最低要件が出揃うまでの発展を
パウルがどう考えたか，上記各文献から福田の理解した所を述べた．
● ● ● ●
2． 叙述の内容的小区分のはじめに〔 〕を置き，通し番号を付した．
3． それを利用し，注では，注番号の次にその注の付されている箇所のあ
● ● ● ● ● ● ● ● ●
る小区分の番号を記した． また，稿末に本稿の叙述とパウル原典との対応
●
表を示した．
4． 「福田の理解した所」を大方福田の言葉で述べたので，本稿の叙述と
● ●
パウル自身の考えがズレている部分がある蓋然性もある．パウルの叙述は
決して読者に親切とは言えず，福田の理解力ではパウルの真意をつかみ難
い箇所も多い．加えてパウル原典には見られない叙述も含まれている．福
田がパウルの叙述に省かれていると考えたものを補ったつもりである． こ
れらがパウルの見解の根幹を提示するという本稿の目的を著しく損うもの
でないことを願う．パウル自身の叙述との対照には上記‘対応表,が利用
できる．
5． 各原典の内容を総合し，音声言語の生成についての重要論点は網羅す
ることを目指したが， これで彼の論点が汲み尽されているわけではない．
－104－
6． 記号一般・身振り言語・文字言語について，そして後2者と音声言語.... 
との関係についても若干触れたが，主眼は音声言語に置いている．
7． 言語の起原の問題をめぐる方法論に関する事柄は，極力取り上げなか
った．後日，より広い関連のもとに扱いたい．
8. ただパウルは，文献資料を通じてにせよ生きた言語の直接の観察でに
せよ，とにかく観察の及ぶ言語の研究の成果を拠り所にして言語の最初の
発生を分析・推理していることのみ注意しておきたい．具体的にどのよう
にそれをしているかは本稿の至る所から分かるであろう．
9. 福田は去る1984年11月12日山口県萩市で開催された日本独文学会西日
本支部第36回研究発表会において，「ヘルマン・パウル‘言語の起原の問
題＇」と題し，パウルによる言語発生諸階梯の粗描とこの問題をめぐる方法
論上の問題若干について報告した．本稿の叙述は報告前半の内容に平行す
るが，より詳しい．また，報告後に気付いたことも含まれている．
ヘルマン・パウル：言語発生諸階梯粗描
I 問題設定
(1) 人間は， 言語が生まれる前は身振りや音声1で他人に何か伝達で
きるとは知らなかった．それゆえ言語は最初から伝達を意図して創られた
のではない． （2)そこで問題は，伝達を意図せざる人間の運動や行為が
いかにして伝達手段に転化し得たか？ その可能性のある人間の運動や行
為を捜してみることになる． (3)詳しく言えばこうなる．およそ伝達が
試みられるとすればそもそも話し手となるべき個人の心で，記号になる身
振りや音声と，意味になる情動2や表象とが結び付けられていなくては始ま
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らない．そこで第1の問題は，個人の心で，彼が折に触れて行う運動・行
為・産出した音声が一定の情動や表象といかにして結び付けられ得たか，
● ● ● ● ●
である．第2は，その結び付きがいかにして他人に察知され得たか，第3
●
に，人間は自己の運動や音声から他人が自己の心中のことを察知すること
を反復経験すれば，そうした運動や音声を意図的伝達手段に利用すること
に気付くこと． 〔4〕しかしそれでもまだ謎が残る．後に見るように，そ
れら最初の記号は伝達以前の人間の運動・音声と重複するか，それらとの
類似性がはっきり認められるか，または外的事物・音響との類似性がはっ
きり認められるか，そうした限りでのみ伝達手段として機能し得たのであ
る．ところが今日の言語記号の多くはそうしたものから大変懸け離れたも
のになっている．そしてそれにも拘わらず，記号産出と記号対意味の結号
とが一言語社会の成員大部分にほぼ同様に記憶再生されることで，やはり
● ● ● ● ●
伝達手段として機能している．第4の問題はこうした事態がいかにして生
じたか,である． ここでは集合生活する人間集団内で記号使用について,反
復と相互適合により漸次伝統が形成されてゆく過程が問題になる． 〔5〕
● ● ●
さらに第5に,複数の語を並べて文を作ることが他の動物にはなく，人間の
言語だけに見られることだとすれば,そうした文はいかにして発生したか．
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
〔6〕人間言語の最低要件が出揃うまでの言語の最初の発生を明らかに
● ● ● ●
するには以上の点が見られねばならない． これが言語学における言語の起
● ● ● ●
原の問題での課題である．
〔7〕それぞれの問題に対する叙述はほぼ次のような箇所で与えられ
る．第1の問題に対して：〔11～19．41～45．49〕．第2の問題に対して：
(20～28．45).第3の問題に対して:[29～32．45).第4の問題に対して
： 〔37～39（音声に関係）・53～68（記号一般について)･70～98(音声言
語の語について)〕・第5の問題に対して：〔99〕以降．
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
〔8〕 これを見てゆくと言語の発生過程は大きく3階梯を成すことが分
かる．第1に，伝達を意図しない運動や行為の意図的伝達手段への転化。
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原初的語創造3．第2に,記号一般の,また特に音声言語の語の，自然的記号
から伝統的記号への転化．第3に， 2語から成る文の発生である4．〔9〕
第1階梯は上記第1から第3の問題，第2階梯は第4の問題，第3階梯は
第5の問題に対応する．
〔10〕 さて，まず意図的伝達手段に転化する可能性のあった人間の運動
や行為であるが，それには表出運動・目的を持って考えて行われる行動・
音響模倣などがある． これらから考察する．
Ⅱ人間言語発生の3階梯
1． 伝達を意図しない運動や行為の意図的伝達手段への転化．原初的語創造(Ur-
sch6pfung)5.
（1）表出運動および合目的的行為の意図的伝達手段への転化
〔11〕すべてのやや強い情動(Affekt)は，神経を通じ笑い・泣き・う
めき。引きつり。震え・心悸昂進・赤面など不随意の運動を引き起こす．
● ● ● ●
この運動を心理学の用語で表出運動(Ausdrucksbewegung)という．
〔12〕これには笑いや泣きのように音声を発するものもある．その音声を
● ● ● ●
特に表出音声(Ausdruckslaut)と呼ぶ．
● ● ● ● ●
〔13〕表出音声産出は，個人の低次の欲求を満すものとして最初の言語
● ● ● ● ● ● ● ●
活動になり，表出音声が最初の言語音になる6．
〔14〕人間の心を動かし思わず音声を発せしめる事物･事象は,知覚に入
って来る多くのもののうち特に人間の注意を引くものであったであろう．
いまだ言語を持たず，思考した経験も僅かであったろう原人(Urmensch)
については，注意が一定の方向に固定され，知覚のある部分が特に意識さ
れることによるしか，語の意味となるべきものが出来ようがないであろ
う．最初は外界そのものによって注意が固定され，知覚のいずれかの部分
が分離して意識されねばならない． 〔15〕そうした事物・事象には次のよ
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うなものがあったであろう．（1）人間自身の状態・過程（例えば空腹・頭
痛・腹痛）．（2）外界の音響．（3）音響とそれを発している対象・過程との全
体．（4）運動または運動している対象．（5）音響を発せず運動もしていないも
のでもよいが，人間が動くことにより急に視野に入る対象・状態（例えば
食物を捜し歩き，峠を越えたとたん可食果実の豊富に実った林が見えた，
など）．
(16) これらの直観に触れて発せられる音声は伝達のために産出される
のではない．しかし，それを産出する個人の欲求~と言っても他者との
共同活動を何ら顧慮する所のない欲求—を満たすのには役立つ． （17) 
このような発話様式に近いものとして，現在では驚きや情動に駆られての
叫びがある．大事な人に思いがけなく会ったり，そうした人が急に危険に
瀕するのを見るとき， 我我は単に，，Karl"「カー ル（人名）」 とか，，der
Vater"「父さん」とか叫ぶ．この叫びは興奮を発散するのに役立つ．
〔18) この最初の言語活動では，発話者の心で (1印 (1)~(5)の直観
がそれに触発されて産出された表出音声と結び付けられる．前者が主部
(Subjekt)，後者が述部 (Pradikat)であり，最古の語も知覚に与えら
れたシチュエーションと結び付いて文の働きをなした1. 〔19)最古の語で
表わされたものはそうした直観である．しかしながらそれは，モノ (Ding)
であるとか過程であるとか活動であるとか言うことはできない．そうした
区別はこの段階の原人の心にはまだ形成されていない尺
(20) ある人間の発した表出音声が，それを起こさせた知覚と同時に，
誰か別人に知覚されればその別人の心で両知覚が関係付けられることもあ
る9.
(21〕 我々は他人の種種の表出運動・表出音声を，喜び・苦痛・怒り・
． 
恐怖など特定の情動の表われだと認識できるようになる．いかにしてそれ
ができるようになるかは心理学の課題であり，心理学者に任せておけばよ
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い、が，いずれにせよそのための1条件は，各種情動がどんな表出運動と
なって表われるかが，異なる諸個人についてほぼ同様になっていることで
ある． 〔22〕表出運動の知覚だけから知られる他人の心的諸過程はかなり
漠然としている．何らかの表出音声を聞いただけでは，それと結び付いた
情動が想起され，注意が喚起されるだけである． 〔23〕しかし他人の心中
はシチュエーションの知覚により，より詳しく認識できることもある．悲
鳴を耳にしただけでなく，そちらを振り向いて人が猛獣に追われているの
を見れば，恐怖の原因もはっきりする． 〔24〕表出音声を聞いた者はそれ
で注意が喚起されることにより，その音声を発せしめる原因となった事象
を発見することがある． 〔25〕場合によっては更にこれによって，如何様
にか関心が動かされ，何らかの活動を行なうこともある．
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
〔26〕 目的を持って考えて行われる行動も行為者の心中を他人に教え
る．それを観察し，行為の成果が分かれば行動の基にあった意図・目的を
見抜けるからである． 〔27〕更に，観察者が同じ経験を反復して慣れれ
ば，行為の目的が達成されないうち，例えばその準備やし始めを見ただけ
で意図が分かるようになる． 〔28〕ここからして，若干の身振り，例えば
脅しのそれなどは元来は未遂に終わった意図的行為のし始めであった蓋然
性がある．
I
〔29〕初めはこれら表出運動・表出音声・合目的的行為から，他人が自
己の情動や意図を察知したり，何かに気付いて行動したりするのは思わざ
る結果だった． 〔30〕が，そういう結果になることが反復して経験される
● ● ● ● ● ●
と，その因果関係に気付いて覚え込み，それらを意図的に利用する気にな
る．先ず，その運動や行為が同時に他人に自分の心中の事を伝えていると
意識し，更にそれを意図的に誇張したり産出したりして伝達の目的を達し
ようとするようになる． 〔31〕次には，伝えようとする心的諸過程が外的
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’
対象の知覚で惹き起こされたのであれば，その対象を指し示す気にもなっ
た． 〔32〕この転化の分かりやすい例を示す．ある人間集団中，一人が猛
獣の接近を目撃する．その時襲った恐怖がそれ相応の身振りと叫びを起
こさせる． これによって他の者もそれに気付き，逃げるか対抗しようとす
る． これが時どき反復されれば恐怖の身振りは警報の身振りに，恐怖の叫
びは警報の叫びに変わる．
● ● ● ● ●
〔33〕 こうして生まれた表出音声語は，何よりもまず，聞き手の注意を
喚起し，その注意をシチュエーションや身振りの助けで一定の事物・事象
に向けさせ，それによって彼の情緒・関心を動かし，場合によっては更に
これによって彼の何らかの活動を誘発するのに役立った．
〔34〕 ちなみに，更にはポーカーフェイスのように表出運動を意志の力
で抑制して自己の心的過程を隠す行為，嘘泣きのように初めは不随意に起
こるだけだった表出運動を随意的に産出し，ある種の情動があるかのよう
に見せかける行為なども派生する．後者は人をだますためばかりでなく，
演劇のように遊びとして行われることもある．
〔35〕表出運動や合目的的行為を伝達手段として利用する気にさせたの
は，初めは要請・警報・威嚇など他人の意志に如何様にか干渉する願望で
あった．従って伝達も要請・警報。威嚇などであったが， さらにまた質問
も現われ，やがて単に共感を求める欲求も伝達行為の起因となったと覚し
い10．
〔36〕以上，表出運動および合目的的行為の意図的伝達手段への転用を
見た．表出運動の意図的伝達への転用は言語の形成，それも音声言語・身
振り言語両方の形成の端緒である''．
● ● ● ● ● ● ● ●
〔37〕なおこの段階の言語音は，表出音声である叫び声・泣き声・うな
● ● ● ●
り声などであり， 自然音声(Naturlaut)である．[38]これに対して，
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I
発達した言語の音声は自然音声からずっと懸け離れたものになっている．
各言語に一定数の音韻と異音があり， それが各言語に独自の音声体系
(Lautsystem)を成している．今日では，情動に駆られて思わず発せられ
る間投詞でさえ音声体系中のオンから構成されており，従って同じ情動を
表わすものでも言語により異なるのである．
C39) そうした音声体系を構成するような多彩な言語音産出の可能性......... 
は，人間の発音器官の進化形成によってもたらされる庄 しかしこの過程
は極めて緩慢で，ょうやくのことで達成されたと考えてよい．
(40) 伝統となった音声体系が成立するまでには，発音器官の形成に加
え千秋万歳の経過が必要である．次に見る遊戯的音響模倣もその必須の中
間過程と考えられる庄
. (2) 音響模倣の擬音語への転化 . 
(41) 人間はその素質からして，目や耳で知覚したものを模倣する衝動
に駆られることがある．模倣は意識して行われることも無意識のうちに行
われることもあり，前者の場合にも模倣する事そのものが唯一の目的であ
ることもある． (42)模倣には音響模倣・動作による動物などの運動の模
倣・絵を描いて対象を写す模像 (Nachbildung)14などがあり，それぞれ
音声言語・身振り言語・文字言語の源泉となる． しかし我々は先ず音声言
語の発展を考察するのであり，ここでは音響模倣についてのみ見る．.... 
〔43) 幼児のある発達段階で遊戯的音響模倣の強い衝動が見られるが，
原人も同様で，最初は周囲で響くオトに刺激されるままに遊びとして音響
模倣を行ったと考えられる． C44)これにより模倣音産出の運動感覚 (Be-
wegungsgefiihl) 15と原音および模倣音の聴覚印象との結び付きが出来
る．また，原音を耳にするとき通例視覚も働いているので，原音印象とそ
のオトを発する対象や事象の視覚印象との結び付きも出来る． これによっ.................. 
て模倣音が可視的なものとも結び付き得た． (45)結び付きは，各人がほ
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ぼ同じ経験をしていれば各人にほぼ同じに出来上がり， これを基礎にして
音響模倣により仲間に原音のみならず，可視的対象・過程の表象を呼び起
こし，あるいはそれに注意を誘導することができた．それが反復され，や
がて音響模倣が伝達のために意図的に用いられるようになった．
● ● ● ● ● ● ｡ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
〔46〕音響模倣語は，始原期の原初創造語の中で大きな割合を占めてい
● ● ● ● ● ●
たと推定される． 〔47〕そう考える材料は二つある．第1に，時代が下っ
● ● ● ● ● ● ● ● ●
てからの原初創造語の中で擬音語が占める割合が特に大きいことである．
これは語源的研究から知られる．時代が下り，あまた既成の語財があると
きにも原初的語創造は停止することなく，かなりの語を生み出している．
その中で擬音語が主力を占めているとすれば，音響模倣からは原初的語創
造が大変なされやすいということであり，従って言語の始原期においても
● ● ● ●
やはりその勢力が大きかったのではなかろうか． 〔48〕第2に，子守り言
●
葉'6でも擬音語が大きな割合と働きを示している．これは，その音形とそ
の所記たる対象や事象の表象とが－何らかの事情により－悟性や理性
の参加が乏しくとも心中で結び付けらやすく，従って子供が両者の結び付
きを早く覚え，語の理解も語での言い表わしも容易に行えるからである．
原人に対しても同様のことが言え，ある対象・事象から発せられるオトの
模倣音はその対象・事象の表象との結び付きを獲得しやすく，従って原初
的語創造の際にも有利であったと想像される．
（3）別様な原初的語創造，音象徴(Lautsymbolik).
〔49〕原音と模倣音の関係のほか，音声の聴覚印象あるいはその産出運
動感と何らかの表象との間に直接の類似性が感じられ，それが基礎になっ
て原初的語創造がなされたこともあろう． 〔50〕例えば最もありそうなの
は次のようなケースである．吹く 。食べる・吸う。なめるなど，発音器官
で行われる活動や口・舌など発音器官の一部を，相手に想起させようとし
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」
て，その模倣動作を行ったり器官を動かしてみせたりした際生じたオト
が，その活動や器官の能記になり，それが漸次本来的言語音に落ち着く．
(51) このほか，音象徴•音暗喩 (Lautmetapher) などの名の下にこ
の種の説があまた提出されているが，第1に，多くの場合それを観察可能
言語から証明する手続きが言語史的調査を欠いていて，信憑性が薄いない
し明白な誤りであり，第2に，そうでなくともとにかく客観的に確かな判
断を下すに足る資料に欠け，主観が幅を利かせている．.......................... 
(52) 結局，表出運動や音響模倣以外の経路による原初的語創造につい............................... 
ては，十分な考察材料のない現状では大まかに蓋然性を言う域を出ない．
(4) 自然的記号と慣習的記号．次の問題．
〔53) 以上で言語発生の最初の階梯を見た． ここまでに発生を考察した
伝達諸手段，加えてまた伝達手段としての動作模倣や模像は，それ以前か
らあった人間の不随意・随意の連動と重複するか，それら運動や外的事物
を有るがままに模倣しようとしたものかである．このような伝達手段をレ... 
ッシングと共に自然的記号 (natiirlicheZeichen)＂と呼ぶ． (54)自然
的記号は子細に見れば人種や個人によって色合いの違いはあるが，全人類
にほぼ似たように出来上がる．自然的記号は意志疎通の第1次的基礎を成
す．例えばある泣き声を聞けば悲しみか苦痛の表現•ある種の表情を見れ
ば怒りか威嚇の表現•ある種の模倣音を聞けば，何がしかの鳥の鳴き声を
表わしているなど，誰でも大体察しがつくのである． (55)これによる意
志疎通の際， シチュエーションにより理解が容易にされ詳しい伝達内容も
盛り込まれる．....................... 
(56) 今日の言語記号は自然的記号から大きく隔っている．各言語に独
自のオンとその体系がある．オンの接合で形成される語の数・意味の詳細
多様さ， これらは第 1次的な情動の叫びや模倣音声などでは到底説明が付
かない．身振り言語でも，首を横に振って肯定，縦に振って否定を表わす
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国もあり，日本で目の下の皮を引き下げてするアカンベーの身振りもスペ
インでは「気を付けろ」，フランスでは「今のは嘘だよ」，ヴィーンでは
「（観劇などが）つまらなくて退屈だ」という伝達内容を持つと聞く．
〔57)しかも，このように自然的記号から懸け離れたものでありながら，
今日我われが言語と呼ぶものは記号産出とそれに結び付く意味について，
同一交通交渉体 (Verkehrsgemeinschaft)18の成員にほぽ同様に記憶再
生されることで，コミュニケーションの用を足している．各言語は当該交
通交渉体内の一種の慣習であり，世代から世代へ伝承されている．こうし........... 
た記号を慣習的または伝統的記号 (konventionelle od. traditionelle 
Zeichen)と呼ぶ
〔58) そこで，このような慣習的言語記号でコミュニケーションが行わ
れる事態が一体いかにして生まれて来たのか，慣習的記号が自然的記号か
ら転化して来たのだとすれば，それはいかにして可能であったか，これが
次の問題になる．
2. 語の，自然的記号から伝統的記号への転化
(1) 転化の可能性
〔59) 自然的記号の慣習的記号への転化を可能にする基礎は，伝達手段
を使用する目的が，当事者たちにとって伝達者の伝えようとする表象が被
．．．．．．．．．．．．． 
伝達者の心中に喚起されることにあり，この目的にとって伝達手段がその..................... 
表象に似ているかどうかは肝腎なことではない点にある 19. 〔60)伝達手
段としての表出運動や合目的的行為は，相手の心に呼び起こされようとす
る情動や意図の表象とは別物であり，またいかに巧みな音響模倣・動作模
倣でさえ原音・原活動が与えると全く同一の知覚を与えることはあり得な
ぃ．すでにこのことに，自然的記号が慣習的記号に転化する可能性が現わ
れている．
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(2)転化過程の一般的説明
(61) まず同じ自然的記号が反復使用されると，前の使用の記憶も共に
働くようになり，理解がより容易かつ敏速になされ得るように，またより
シチュエーションを頼らずに行われ得るようになる． （62)こうして能記
が所記を表わすために用いられることが体得されると同時に，元もとの自
然的記号が，その産出の際始めから伝達の意図が働くことにより何らかの
変容を被るようになる．それでも被伝達者が当該所記の能記であると感付
きさえすれば，伝達は遂行される．
(63) 続いては，記号産出様式とその意味が，人間の素質から生ずる運
動・伝達以外の行為・外界の知覚によってだけでなく，交通交渉を持つ他
人の記号使用例にも規定されるようになる．各人の記号使用法が相互に適
合し合い，その交通交渉体内で記号使用の個人的特異性がますます均等化.......... 
される．これを交通による均等化作用 (ausgleichende Wirkung des 
Verkehrs)という． C64)この均等化された使用法が，反復使用により
言語交渉を持つ人間集団の記憶にほぼ同じように定着すれば，倉繭角法.. 
(Sprachusus)あるいは言語慣用 (Sprachgebrauch)20と呼ばれるもの
ができ上がったのである．
(65) しかし他面では，同じ過程によりその言語交渉体の記号用法が外
部に対し独自の歩みを開始する． C66)ある所記は前の記号使用の際のそ
れとそっくり同じでなくとも，それにある程度似ていて当該所記の能記だ
と感付かれさえすれば，伝達はなされうる．ここから記号の更なる推移が
進む． C67)この展開にとりわけ力あるのは旧世代がその言語と共に死亡
し，代わって自己の言語を新たに形成しつつ新世代が登場すること，すな
・・・・ 。・・・・
わち個人言語21の世代交替である． 言語用法がいささかでも形成されれ
ば，ただちに新世代による言語習得，すなわちそれを決まり切ったものと
して受け取り，模倣する行為が始まったと考えられる．子供は大人の記号
使用を手本として模倣・習得するが，それによって手本と全く同じ言語が
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｜形成されるとは考えられず，いかほどかズレが残ることは不可避である．
この新造の言語がやがてまた手本となり次の後続世代がそれを模倣する．
これが反復すれば最初からの隔りはますます大きくなる． 〔68〕こうして
もはや自然的記号から発生したとは分らない純粋に伝統的な記号が発達し
得たのである．
〔69〕同じ能記に結び付く所記が，次第に推移したり，スリ替わったり
することもある． これによっても所記対能記の対応関係が，最初のものか
ら隔たってゆき，記号がますます伝統的性格を帯びる．
l
l
I
（3）音声言語の語におけるこの転化
〔70〕次に，音声言語の語が伝統的記号に転化する過程についてもう少
し詳しく述べる．
〔71〕原初創造語は，先ず単独で用いられた．それが聞き手の心に喚起
する表象が，知覚に与えられるシチュエーションと結び付いて伝達が達成
され， こういう仕方でこの語は文の働きをなした．従って主部か述部のい
ずれかであった22．
〔72〕言語の最始原期には，まだ語の音声と意味について慣習も伝統
もなく，各人が臨機に手ずから語を創った． この時期の語は咄瑳創造語
(Augenblickssch6pfung)であった．今日の子供は，周囲の大人から絶
えず一定種類のオンを耳にし，それを手本に適合してゆく．語義について
も同様である．当時の人間にはそうした手本も規範もない．
● ● ● ● ● ● ● ● ●
〔73〕表出音声語については，各人にほぼ同様な音声産出運動感覚が形
成されていたとしても，表出音声の種類は比較的少数であったろうし，著
しく異った直観が同じ表出音声を起こさせたであろう．従って，ある表出
音声語で特定の直観の記憶表象が呼び起こされ得たとは到底考えられな
い． 〔74〕表出音声語でできたのは，相手に何がしかの情動の表象を呼び
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起こし，注意を喚起することだけである．具体的で詳しい伝達内容はシチ
● ● ● ● ● ● ●
ユエーションと身振りの助けで示されるほかない． 〔75〕擬音語について
も，十分遊戯的反復の積まれたものについては各人にあるいは相当近似し
た音声産出運動感覚が形成されていたであろうが，それも数が限られてい
たであろうし，それ以外のものであれば各人がその場に臨んでできた発音
で擬音語を造ったことになる． 〔76〕従って，詳しい伝達内容は多くの場
合やはりシチュエーションと身振りの助けで示されねばならなかった．
〔77〕音声言語が未熟な限り，視覚に訴える身振り・模像の方がより明
瞭・詳細に内容を伝えることができる．音声言語は初期には身振り言語に
大幅に依存して，伝達手段として働いていた．
〔78〕表出音声語や遊戯的反復を積んだ音響模倣語でも，ひとたび意図
的に伝達できることが認識され，使用の始めから伝達の意図が参加するよ
うになると，語使用の際の話し手の必要から，語音に単なる表出音声や音
響模倣そのものとは異なる要素が加わって来る． 〔79〕十分な遊戯的音響
模倣を積んでいない外界のオトに対しては，各人がその場でできた発音で
音響模倣を行ない擬音語を造ったのであり，また，僅かばかり反復して似
た調音が行われたところで，安定した運動感覚が形成されるものでもな
い．
〔80〕それゆえ，語の音形にはそれが造られる都度，相当な動揺があっ
たはずである．
〔81〕 このような咄瑳創造語が無数に造られたであろうが，到底そのす
べてが慣習的記号となったのではなく，多くは全く反復されず，一部は個
個人によってのみ，あるいは僅かな範囲と期間でのみ，反復されたにすぎ
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ぬに違いない．言語の最始原期は咄瑳創造語の言わば粗製乱造の時代であ
った．
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
〔82〕 ここから語の生存能力に基づく淘汰の過程を経て，次第に伝統が
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形成される． （83)原人の欲求と関心に上る頻度と強度がより高く，伝達
される必要のより多かった表象ほど，それを言う語音の慣習と伝統が早く
できたであろう． （84)ある所記に対して多くの咄磋創造語の中から勝ち
残ったものは，自分の記号使用の記憶と他人の記号使用からの影響をない
ものとした場合に，最も多くの人に•最も似たように•最も頻繁に産出さ
れやすかったものということになろう．だからまたそのような語音は，多
くの人の心で一定の所記に対して—自他の記号使用の記憶と影響による
以外の何らかの原因により-最も強く結び付けられたものであり，次に
はまたその結び付きが支えとなって最も容易に想い出され得たものであろ
ぅ．
(85) が， （72)から (76)で見たように，初期の語はほとんど特定の
表象や明瞭詳細な内容を表わすことができず，その伝達にはシチュエーシ
ョンと身振りに助けられるほかなかったのだから，語音のバラッキが定ま
った位置に固定し限定された表象を表わす語ができたとすれば，それもや
はりシチュエーションと身振りに助けられて近似の語音が反復使用される................ 
ことによるほかない． （86)一般に音声言語は，初めは身振り言語に支え.... 
られて発達したと考えられる． （87)しかし発達と共に次第にその支えを
要しなくなり，やがて逆に身振り言語を衰退させることになる．わけても
すぐ次に見る材料音の形成は，ほとんど無数ともいうぺきオン連結の可能
性をもたらし，これによって音声言語は身振り言語に対して非常な有位を
得るのである．
(88) こうして，当初の雑然とした状態がゆっくりとより秩序ある状態
に移る．そうしてほぽ斉ーな状態がもたらされるには，交通による均等化
作用が多大に必要であった．
C89) 和科合 (Lautmaterial)については，斉ーな伝統の形成がとり
わけ緩慢であった． C90)例えば，始原期の擬音語の原初創造と時代が下
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ってからのそれとの間には，注意すべき相違ががある．後者はその言語の
音声体系内にあるオンを材料に行われる．発達した言語では，音声体系を
構成するオンが擬音語に限らず語音の材料になっている．そういう材料音
•音声体系は原始人にはなく，各人が自分に発音できた音声で擬音語を造
った． （91)第 1に表出音声，次いで遊戯的段階を経た模倣音に比較的安
定した音声産出運動感覚が形成された．が，それでも各人の音形に独自の
形相があり，同一個人についても大きな動揺があったのは必至である．個
個の単音や結合音は最も簡単なものから逐次安定してゆく．結合音の発音
能力獲得は現代の子供のそれから類比推理して，先ず 1子音と 1母音の結
合，次いで Papa,Mamaのようなその反復，更に‘子音＋母音’の単位
のより様様な結合，母音が脱落することによる子音結合，という順序で進
んだと想像される．材料音にある程度の一致ができても，初めは個人特有
の音声産出法も並存していた．それがますます制圧されてゆき，ょうやく
現在あらゆる言語に見られるような音声体系が出来た．
.. 
〔92) 次に，種類表象 (Gattungsvorstellung)が所記として定着する
過程を見る23. C93)模倣音や模像が，特定個体の発するオトや特定固体
と同定され得るほど良く似た知覚を与えることは大変難しい．殊に模像が
稚拙な線画の域を出るのは容易ではなかった．しかしそれほどまでに精巧
でなくとも，それらは類似したオトもしくは対象の反復知覚から残された
記憶心象．すなわち共通表象（Gemeinvorstellung) —葉・木・花・鳴
き声など一ーを心に喚起するには足りる． 〔94)ちなみに模像も反復使用
と伝承が始まれば，変形推移してゆく．
〔95) 逆に，ある語音が最初，特定個体の知覚と結び付けられて記憶さ
れたとしても，その語音印象を心に再喚起するためには同一個体の知覚を
必要とすることはなく，類似した別の個体のそれで足りる．これが言語活
動の場で反復されれば，語音がより広い範囲の類似対象の共通性と結び付
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く．
〔96〕 こうして，諸対象間の共通性の感取・認識の広まり深まりと共に
一般表象や種類表象と語音の結び付きもできた． 〔97〕この結合の形成
は，今日の子供の言語習得におけると同様に進んだであろう． 〔98〕そし
てまた，子供が例えば‘机，の意味範囲に椅子も含めたり，パパと言って
あらゆる男性を表わしたりして，曲折を経て語の意味範囲を覚えてゆくの
と同様，好余曲折を経たものであったろう．
〔99〕以上我我は，自然的記号としての原初創造語が反復使用と継承に
より伝統的記号となり，同時に材料音の体系ができ上るまで追跡した．意
味の面も音形の面もかなり安定した語のストックが何程かはできたわけで
● ● ● ● ● ● ● ● ●
ある． これはまた，数語を並列して文を形成する可能性を与える．
（4） 1語での伝達における制限
〔100〕こうして安定した語財が何程か形成されても，それらが1個だけ
で用いられている限りシチュエーションと結び付かなければ伝達となり得
ないという制限がある24．〔101〕これは観察可能言語の研究から分かるこ
とである．例えばFeuerという語音が発せられそれが聞き手に「火事だ
／」（火災の警報）・「鑿て／」（発砲命令）・「たき火をしっかり消せ」等の
意味に理解されるのは，それぞれ，近所で煙が上がるのが目にされる。射
撃訓練中である。たき火を終えその場を去るところである， といったシチ
ュエーションと関係付けがなされるからであって，その関係付けがなけれ
ばその語音印象とあらかじめ心で結び付きが出来ている表象，つまり辞書
に登録されているような「火」・「たき火」・「火事」・「射撃」・「情熱」など
の意味が聞き手の意識に呼び起こされはするが，それらがどうしたという
のかさっぱり通じない． 〔102〕他方，今日我我が物語を聴いたり学術論
文を読んだりして，眼前にない出来事や実験や論理の展開を心中に描いて
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ゆくことができるのは，複数の語が接合されて文が作られ，伝達手段にさ
れているからである．
〔103〕このように複数の語を接合して文を作ることが他の動物には見ら
れず人間固有のものだとすれば,‘我々はそれがいかに発生したか追跡せね
ばならぬことになる． 〔104〕複数の語から成る文と言っても，先ず最初は
● ● ● ● ● ●
2語から成る文ができた． これを原始的2語文と呼んでおく25．〔105〕我
我が文を最も単純かつ一般的に認識するためには， この最も単純な2語文
の発生を研究すればよく，またそれが必要なのではなかろうか． この発生
の考察が次の課題である．
3． 2語の文の発生
（1）原始的2語文の性質
〔106〕原始的2語文の性質は，現在の生きた言語から似通った文を取り
出し，その共通した性質を抽出して知ることができる．発達した言語には
より完全な表現手段があるが，それでもこの最も簡単な形式が採られるこ
とが稀でないからである． 〔107〕例えば諺でTraumeSchaume.「夢は
うたかた｣･EinMann,einWort.「男子に二言なし」などはこの形式であ
り， これらから一般的格言としての性質・複数形および不定冠詞einの使
用を度外視すればよい． 〔108〕子供の，ある発達段階に実際に見られる
PapaHut.「お父さんが帽子をかぶっている」あるいは「かぶる」もそう
である． (109)不慣れな外国語で伝達が試みられる場合にもこの文がよく
用いられる．例:WeinTisch.「ワインをテーブルの上へ置いてくれ｣．
[110]これらの文では最初の要素が主部，後の要素が述部である．
TraumeSchaume.はTraumesindSchaume.と云い替えられるが，
他はEinMannisteinWort.PapaistHut.などとはできない．これ
● ｡ ● ● ● ● ● ● ● ●
と同様に原始的2語文も2要素の結び付き方が今日コプラで結ばれる意味
● ● ● ● ●
関係の範囲に限られず非常に自由で， 2語だけで両者のより様様な関係を
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表わしたと考えられる． 〔111〕そうした種種様様の結び付き方を詳しく表
現する手段は， 当初未発達なのである. PapaHut.の文も少し子供の発
達段階が進んでPapaHutauf．と言われ，最後にようやく Papahat
(あるいはsetzt)denHutauf・となる．
〔112〕原始的2語文にはそれが2語であることにより，伝達の時に話し
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
手と聞き手の知覚していない，すなわちその場のシチュエーションにない
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
諸対象・諸過程について伝達する可能性が与えられている．シチュエーシ
ョンの補助はもはや1語での伝達の時ほど必要ではなくなり，その場で知
覚されていない物事の伝達に漸次移行し得るのである．
（2）原始的2語文の発生
〔113〕今日の文形成ではほとんどすべての場合，出来合いの文模範から
の類推が行われている．原始的2語文の創造の際にはそれは全く行われな
い．
〔114〕原始的2語文も疑いなく初めは直接的知覚に触発されて生じた．
それぞれに所記のでき上っている二つの直観が，同時にあるいはすぐ続い
て知覚され，心で結合したところから発生した． 〔115〕それは更に聞き手
への同じ結合の促しの手段となった．
注
注の番号の次に〔 〕で示されているのは、その注の付されている内容小区分の番
号である．
1 〔1〕・本稿で用いられている，音響を表わす用語のうち説明を要すると思われる
ものをここに一括し，原語と簡単な説明を添えた． これらにあたられ不明に思わ
れたら本性を参照されたい．
● ● ● ●
オト(Laut):音響一般,音声(Laut):発音器官で産出されたオト,但し,本稿
ではそれが言語活動として産出されたか否か，つまり言語音か非言語音かを間わ
。 ● ● ●
ないので注意されたい．表出音声(Ausdruckslaut):表出這勤によって産出さ
● ｡ ● ●
れた音声.〔11．12〕参照．自然音声(Naturlaut):表出音声も含むが,一般に,音
声が言語活動に反復使用されることによって形成された音声産出運動感覚の影響
－122－
を受けていない音声をいう．従ってそうした模倣音も含まれる．運動感覚につい
● ● ● ● ●
ては注15参照．材料音(Lautmaterial):[37][89]を参考にされたい．オン
● ● ● ● ⑥ ●
(Laut):本稿の限りでは材料音もしくは単音に同義.本来的言語音(eigentliche
Sprachlaute):材料音やそれで構成される音声．
〔3〕． 〔11．21〕参照．
〔8〕・注5参照．
〔8〕・パウルは， この3階梯のうちはじめの二つを済ませた段階の言語は人間以
外にも動物のおぴき声や警報の叫びに見られる，だから人間固有の言語の最低要
件が出揃うには第3の前進が必要だ， と言う (US[52.95],PSG9131S､188
訳175文上332)．これには福田（以下‘私，とする）はやや疑念を感ずる．第1
階梯中の，表出運動の意図的伝達手段への転用でさえ完全になされるには人間以
外では不可能ではないか，ある結果を始めから目的として心に描き，それに合わ
せて自己の活動を意識的に行うというのは，他の動物にない人間の精神能力水準
を要するように思う．猿などにはその芽は見られようが，当時のドイツ人は，動
物の精神能力を高く評価し過ぎていたのではないか．注10も参照されたい．
Ⅱ－1.Ursch6pfungとは既成の語からの複合や派生によらぬ新たな語の形成も
しくはそうして形成された語のことを言う．前者の場合‘原初的語創造'，後者の
場合‘原初倉慥語，と訳してみた．福本喜之助氏のPSG訳書では，第9章の表
題で‘創造語，，本文中で‘原始的創造’と訳されている．ほかに‘本源的語創造，
などの訳語も考えられよう. PSG①では，文の倉慥などを言うのにもこの語が
用いられているが，その方面までは未研究なのでここでは，語の創造を言う場合
についても，その意味が一様でない点のみ注意しておく．
すなわち,原初的語創造もしくは原初創造語と言っても,言わばその純度に様様
な段階があるのである．それを暫定的に次のA～B-iiのように呼び分けて示して
● ● ● ● ● ● ●
みる.A.純粋原初創造語：言語の最始原期の原初創造語語音は既成の材料音
から構成されるのではなく，品詞の別もなく，直観そのものを表わした．今日の
語の意味は，モノ(Ding)･活動･属性などのいずれかであると意識されることが
● ● ● ● ● ● ● ●
多いが，そうした抽象はまだ行われていない. B.非純粋原初倉慥語：資料の残
る言語期の原初的語創造によるものはすべてこれである．語音が既成の材料音か
ら構成され，既存言語からの類推により最初から品詞の機能を持って生まれてく
る． Bの中にもいろいろなものがある．語に，既成の接辞や語が入り込んでいな
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
ければ,B-i非純粋一総体的原初倉慥語または総体的新造語(totaleNeusch6p-
fung)であろう．しかし例えばpoltern「ドタバタ騒ぐ・ドンドン・ガタガタさ
せる」が時代が下ってからの原初創造語だとすれば， その一emの部分は既
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
成の語尾である． これはB-ii非純粋一部分的原初創造語または部分的新造語
(partielleNeusch6pfung)と言えよう．既成の語がある種の変形をする場合
にも原初創造の要素が入り込むことがあり， それもこれに属する． （以上につい
－123－
???
5
」
てはPSG@S､192.PSG5125．129,9131注1S.86訳174文上332参照.）
パウルはPSG第9章§125～127で観察可能言語期の原初的語創造を,5129
～131で最燗京期のそれを説述している．
● ● ●
6 〔13〕． 〔13～19〕はPSG9129第3段落の内容に相当するつもりである．文献に
挙げた原典中，最も難解に思ったのがここであり，そこでパウルがどういうこと
を考えていたのか， とりあえず私の推測した所を書いたのが〔13～19〕である．
その段落でパウルが述べているのは，まだ全く伝達が始まる以前の，個人の低
次の欲求を満たすだけの活動である．にもかかわらずそれが‘発話様式Sprech-
weise'と言われ，その際産出される表出音声が‘最初の言語音'と言われている．
言語活動は広義の概念であり，例えば‘ひとり語り聴き’つまり声に出したり出
さなかったりの‘独り言'や言葉を使っての思考も含まれる． それゆえここで述
べられている活動も，伝達行為ではないが言語活動と呼んでおくことにした．
しかしこれは「言語の起原的機能は伝達に役立つことである」(VP[21])･
「表出諸運動の意図的確への転用は言語生成の最初の萌芽であった｣(US[51])
などの発言と矛盾するように見える． これは言語に対して二重の見方をしている
からだと考えればよいだろう．
今日行われている言語活動には伝達以外の要素も含まれている．驚きの声を出
すのもその一つだ．そしてそのような要素は，伝達の始まる以前の活動にも存在
し得た．だとすればその要素の存在をもって言語活動と言えよう．無論‘要素’
といってもどこまでも細かく分解してよいものではなく，最低， ‘音声と表象の
関係付けがなされる，のような，何らかの条件は必要であろう．
他方，伝達は今日の言語の機能の重要な一半を成しているし，言語は伝達に利
用されてはじめて本格的に発達するようになるとすれば，伝達をもって言語が始
まるとも見られよう．
7 〔18〕・文は，最低二つの表象が話し手の心中で結び付いたことを表わす象徴であ
り，聞き手の心で同じ結び付きを生み出す手段にもなる．その際，先に意識にあ
る方の表象が主部，それに結び付く方が述部である．文は最低二つの要素から成
る． 1語で‘ひとり語り聴き，や伝達がなされることもあるが， その場合には2
要素の一方が必ずシチュエーションによって与えられている．シチュエーション
によって与えられたものが主部で，語音で表わされた表象が述部のこともあれ
ば，その逆のこともあり，話し手と聞き手とで主部になるものと述部になるもの
が反対になることもある．
これらは観察可能言語の考察から分かることであり， 〔99～101〕で論ぜられて
いる内容と同様，言語の起原の問題ではない.PSGでは第6章§87．90に叙述
される．本稿では，本性と〔100.101〕で簡単な説明を施した．
8 〔19〕・パウルはPSG@S.192でこう書く．「多分我々は，すべての論理的範晴
は文法的範嬬と共に，あるいはそれより後で初めて発生したと主張してよいだろ
－124－
う．主部と述部のない限り，モノと属性あるいは活動との別もなかった． （うん
ぬん)」
9 〔20〕、 これはすでに聞き手の言語活動である．
10[35].時どき論議される‘言語発生と労働との関係'について，この辺りで若干，
考える材科が提供されている．それを基に推定できそうなことを整理しておく．
〔30〕の叙述から，伝達としての言語活動は，人間が表出運動その他自分の行動
と他人による自分の心中の察知との因果関係を理解し，次いで後者を目的として
それに合わせた身振りや音声産出を行うことで成立すると分かる．他方，人間の
労働が他の動物のそれらしきものから区別される特徴は，人間が自然法則を理解
し，望む結果を目的として心中に描き，それに合わせて自己の精神的・肉体的諸
力を働かせることにある．伝達も労働も客観的因果関係を認識し，それに合わせ
て自己の諸力を用いるという点で共通しており，従って同じ精神能力水準によっ
て可能にされると思われる．だからまた，両者は同時期に発生したのではなかろ
うか．
人類の祖先が直立歩行を始め，手が自由になり労働らしきことをし易くなった
とき，その活動が生存に有利だったので， この精神能力の形成に， より有利な脳
の遺伝形質をもったものが自然淘汰をくぐり抜け，それと共に労働も言語活動も
より高度になっていったのであろう．
次に， 〔35〕から，諸活動が意図的伝達手段に利用されるのは人間にそうする必
要や欲求があるからだと分かる．が， これは労働のための必要一協業のための
必要ばかりでなく自分の労働の邪魔をさせないなどのことも含めて一一から出て
来るばかりではない．まだ他人の意中を顧慮することのない本能的欲求と結び付
いた伝達必要性もある．従って労働と言語は同時期に生まれたであろうとは考え
られるが，最初の言語使用が労働の際の必要に促されたかどうかは定かでない．
ただ，協業から生ずる言語使用の必要は，それ以前の必要に対して相対的に大
きな比重を持つものだったかもしれない．更にその先，社会組織・習俗・文化の
発達から，大量の言語使用の必要が出てくるが，それらの発達も生産力したがっ
て協業のあるレベルの発達を前提している．だから，言語の使用は協業と共に量
的に－あるいは質的にも－－飛躍的変化を遂げたかもしれない．
11 〔36〕・身振り言語の発生についてはPSG5130第1段落の終りに説述されてい
る． (PSG5130S.185訳173文上328.)
12〔39〕、今日ではネアンデルタール人の‘喉頭音声管(喉頭上縁から唇までの声道)，
を復元し， ヒト成人のそれと比較し，またコンピューターを利用して産出可能な
共鳴音を割り出す研究がよく知られている．ネアンデルタール人では喉頭が著し
く上方に付いており， したがって舌の付け根から喉頭蓋までの管が大変短かく，
容積の増減に大きな制限があり， ヒト成人に産出可能な音声でも，ネアンデルタ
ール人には物理的に産出不可能なものが相当あるという． ヒト新生児もネアンデ
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ルタール人と同じような喉頭の付き方をしている．例えば江原昭善「化石人類の
言語」（雑誌『言語』大修館1982,No.1.）参照．
13[40]・パウルはUS[59～61]で次の諸点を述べている.(1)本格的音声体系成
立に至る音声産出能力発展は，今日の子供の音声産出能力発達から類比推理でき
る． （2）但し， その際，大人の言語からの影響の捨象を行わねばならない．
（3）ある発達段階の子供には，遊戯的音声産出の強い衝動が見られる． （4）そ
れによる活動で産出される音声は，大部分本来的言語音とは様相の異なるもので
あるが，時折不随意に大人の調音に近い調音が行われることがある． （5）この
遊戯的音声産出は，のちに大人の言語音の模倣をするための必須の前段階であ
る． （6）原人にも同様の衝動があり， 同程度の音声産出が行われていたと考え
てしかるべきである．
なお，子供の発音能力発達からの類比推理の例で重要なものが[90]にもあ
る．
14[42].NachbildungについてはAMGに最も叙述が多いが，そこでも例として
言われているのは平面的な画像を描くものだけで，彫刻や粘土細工のような立体
を作る模倣は出て来ない． これは，文字言語の発生を見るためにはとりあえず立
体を作る模倣について述べる必要がなかったからであろう． この語がB11dner
（｢彫刻家・造形美術家」などの意味）と共に用いられている個所がパウルの別論
文にある（α""〃燗伽γgewf@α"航"e〃励吻姥".2.Aufl.Bd.1,Stra6burg
1901.S.170.)ので，おそらく立体を作る樹放も含めた概念と見てよいのでは
ないか．
15〔44〕・ BewegungsgefiihlについてはPSG932とその注に言及と参考文献の掲
示がある．が，特に§131.S.185f・訳173f.文上329に「[[新生児同様]]原人で
も〔〔先ず〕〕発音器官の多彩な活動により，音像と連合した運動感覚が形成され，
それからそれ〔〔＝運動感覚〕〕が発音の制御器になる」と言われているのが参考に
なる．手近にあった心理学書には，身体各部がどんな運動をしているか。どんな
位置関係にあるかを教える感覚とある． これが運動の都度記憶として残り，その
記憶が思う通りに運動をするために不可欠であるということなのではないか．
16〔48〕・Ammenspracheを本稿では‘子守り言葉，としておいた．
17〔53〕・簡単に調べた限りではレッシングによる‘自然的記号，という術語の用例
は『ラオーコオン』第6章に見られる．斎藤栄治訳，岩波文庫版『ラオコオン』
（昭和45年）では‘自然的表識，と訳出されており，97．106ページに見られる．
同書98ページの訳注によると，主に発達した音声言語記号およびその文字表記に
対立する概念とされているようである．またレッシングが創出した術語ではな
く，デュポス(1670-1742.フランスの批評家・歴史家）の著作から普及したも
のという．
18〔57〕･かなりの密度でコミュニケーションし合う人間の集団である．私はこれに
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暫定的に‘交通交渉体，と邦語を当てている． ‘交通’とは伝達・コミュニケーシ
ョンのことであり，物資や人の運輸・移動のことではない．
〔59〕・記号形状の変化のみならず，語義変遷や命名行為が可能なのもこれに基づ
いている．
〔64〕、 ここで‘言語用法'・‘言語慣用，とは熟語。慣用句・常套語句の類の使われ
方のことを言うのではなく，その範囲は，発音・意味・文法・書法・文体など，
言語活動全面に及ぶ．そして，交通交渉体成員の大部分に奇異に感じられないよ
うな標準的言語活動様式を言う． ソシュール言語学のラングに似た所があると思
う．
[67].Individualsprache.個人ごとの言語のことである．
〔71〕・注7参照．
[92].US[26.27.94]では，語音は最初常に特定個体の表象と結び付けられ
るが，その語音の再喚起はその個体に類似した個体によってもなされ得るところ
に‘種類表象の形成(Bildung)'または‘発達(EntwicklUng)'の端緒が与えら
れている， と述べられている．
しかし，種類表象の－少なくとも最初の一一形成は，それが能記と結び付く
かどうかに無関係なのではないか．本稿〔93〕が対応するAMG.S.24.27の叙
述では，能記形成前に共通表象が形成されているという書きぶりである．
上記USの叙述で，調以表象が次次と同じ語音に結び付けられることが，種
類表象形成の支住になるないしそれに不可欠であるというようなことが考えられ
ているのか，あるいはそうした関係があるとは考えられていないのか，私には不
明である．が，いずれにしても樹愛表象が能記に定着する過程が言われているこ
とには変わりはないので，本文ではそう記しておいた．
〔100〕・注7参照．
〔104〕・パウルにはこの文を言うのに次のような表現が見られる．‘2語から成る
文Satzeaus(……)zweiW6rtern'US[95]・‘原始〔的な〕文primitive
Satze'US[98･99]･<2項文zweigliedrigeSatze'US[102]、これらから考
えて， とりあえず‘原始的2語文，という表現を用いておいた．
19
20
21
22
23
24
25
パウル原典との対応表
ゴシック体数字は，本稿の叙述の内容的小区分の番号を表わす．そのあ
と：を置いて，それと平行するパウル自身の叙述のある原典と原典中の位
置を示した．その表記法については，本稿の‘3．文献とその略号，参照●
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1 :VP[37],PSG9130S､184訳 72文上327.:US[62],VP[37],4:VP
[37].11:US[41],AMG.S.16.5.Ab ～S､17.1.Ab.12:US[42].13～19:
PSG5129S、183f.訳171f.文上326f.17:PSGS.192.19:US[79],PSG
①S.192.20:PSG9130S.184訳172文上327．21:US[43｡44],AMG.S.
21.2.Ab.,PSG9130S.184訳 72f.文上327f､22．23:US[46],AMG.S.21.2.
Ab.,PSG5130S.184f・訳173文上328.26:US[47],AMG.S.21.3.Ab､27:
US[48],AMG.S.21.3.Ab.28:US[48]、29:US[49],AMG.S.21.4.Ab.
30:US[49],AMG.S.21 4.Ab.S.22.1 Ab.31:AMG.S.21.4.Ab.～S.22.
1.Ab.32:US[50].33:US[81],PSG9130S.185訳173文上328．34:AMG.
S.22.2.Ab.35:AMG.S.22.1.Ab.36:US[51]、37．38:US[54･92],AMG.
S.26.2.Ab.39:US[55]、40:US[58～61].41:AMG.S､22.3.Ab.~S.23.1.
Ab.42:AMG．s､23.2.Ab.S.23.4 Ab・へ24.1.Ab、43:US[60･61．69].44
･45:US[70～73],AMG.S 23.2.Ab.46:US[65｡68｡73].47:US[66],
PSG.5125.48:US[67],PSG9127.49～52:US[74～78),AMG.S.25.1.Ab.,
PSG9128.53･54:AMG.S.24.2.Ab.55:US[46],AMG.S.24.2.Ab.PSG
§130S､185訳173文上328.57:US[83],PSG5131S.187訳175文上331f､58
:VP[37]、61～69:AMG.S､24.2.Ab・～S.25.1.Ab.67:US[90]、71:US
[80].72:US[82],PSG9131S.186訳174文上329f.73･74．76～78:PSG
§130．77:US[92],AMG.S.22.1.Ab.79:US[92],PSG9131S.186訳174文
上329．80:US[93],PSG9131S.186訳174文上329f.81．82:US[84.88].
83:US[85]、84:US[86･87],PSG9131S､186訳174文上330.85･86:US
[51],PSG5130S.185訳173文上328.87:US[56.57],AMGS.26.1．2.Ab.
PSG9130S.185訳173文上328.88:US[89]、89･91:US[91～93],AMGS.
26.2.Ab.,PSG5131S.185～7訳173～5文上329～31．92．9 ～98:US[27･28.
94〕、 93･94:AMGS.24.1.Ab･S.27.2.Ab.99:uS(95].100．101:US[16].
103.104:uS[95],AMGS.26.2. b.,PSG5131S.188訳175文上332.106:US
[98],PSG987S.125f・訳110f・文上224f.107:US[99],PSG587S.125f.
訳110f.文上224f､108:US[100],PSGS87S､126訳111文上225.109:US
[101],PSG987S.126訳111文上225.110:US[99],PSG587S.125f.訳110
f・文上224f.111:US[97].112:US[103],PSG9131S.188訳176文上332.
113:PSG@S.197．114:US[96･102],PSG@S.198115:US[96].
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Die allgemeine Stufenfolge der 
Sprachentstehung nach Hermann Paul 
--zur Frage nach dem Ursprung der Sprache--
zusammengefaßt und erläutert 
von Takuji Fukuda 
1. Der Verfasser der vorliegenden Arbeit möchte die Lehre 
von Hermann Paul, von seinen Detailforschungen bis zu seiner 
Methoden- und Wissenschaftslehre, einer eingehenden. Untersu-
chung und einer erneuten Systematisierung unterziehen. Die 
vorliegende Studie ist ein Glied dieser Aufgabe. 
2. (1) Es ist darin dargestellt, was ich aus der folgenden 
Literatur als Pauls Annahme zur Entwicklung vom sprachlosen 
Zustand zum Vorhandensein der notwendigsten Erfordernisse für 
die Menschensprache verstanden habe : 
i. Der Ursprung der Sprache 1907. 
ii. Über Völkerpsychologie 1910. 
iii. Aufgabe und Methode der Geschichtswissenschaften 1920, 
s. 16-27. 
iv. Prinzipien der Sprachgeschichte 5. Aufl. 1921 Kap. IX. 
,,Urschöpfung". 
v. Principien der Sprachgeschichte 1. Aufl.· 1880 Cap. X. 
,,Urschöpfung". 
Soweit ich sehe, fallen die entscheidenden Teile über den Ursprung 
der Sprache unter i, iii, iv und v. 
(2) Der Hauptteil der Arbeit ist nach seinem Inhalt in mehrere 
kleine Unterabschnitte gegliedert und durchnumeriert. Die Num-
mern werden am Ende der Arbeit nochmals aufgeführt und 
verweisen auf die Originalstelle, auf die sich die Unterabschnitte 
beziehen. 
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(3) Uns kommt es auf die Entwicklung der Lautsprache ·an, 
doch werden Zeichen wie die Gebärde oder das Bild auch berührt. 
(4) Die Studie bemüht sich, die Ausführungen Pauls zusam-
menzufassen, zu ordnen, und so die wichtigeren Punkte möglichst 
vollständig kenntlich zu machen. Damit wird jedoch kein An-
spruch einer erschöpfenden Untersuchung erhoben. 
(5) Die methodologischen Probleme zur Frage nach dem 
Sprachursprung sind hier so wenig wie möglich aufgenommen. 
Ich möchte sie später getrennt behandeln. Doch so viel sei gesagt, 
daß Paul Schlüsse auf das früheste Stadium der Sprachentstehung 
aus den Forschungsergebnissen zu Sprachperioden zieht, die uns 
durch literarische Überlieferung bez. durch direkte Beobachtung 
zugänglich sind. 
(6) Ich habe mit eigenen Worten formuliert, wie ich die o. a. 
Texte verstanden habe. Eine gewisse Distanz, vielleicht auch 
Abweichung, mag dies implizieren. Ferner finden einige Aus-
führungen keine Entsprechung in den Texten von Paul. Sie sollen 
eine Ergänzung dessen sein, was in den Paulschen Darstellungen 
anklingt, jedoch nicht ausgesprochen ist. 
Hierdurch soll allerdings das Ziel der Arbeit, die Paulschen 
Hauptgedanken zu kennzeichnen, nicht beeinträchtigt werden. 
3. Die Entwicklung bis zum Vorhandensein der Minimal-
voraussetzung der Menschensprache dürfte nach Paul in drei 
Etappen verlaufen : 
i. Die Verwendung von Bewegungen und Handlungen ohne 
Mitteilungsabsicht zur absichtlichen Mitteilung; 
ii. Die Verwandlung der natürlichen Zeichen, insbesondere der 
Wörter als solcher, in konventionelle ; 
iii. Die Entstehung der Sätze aus zwei Wörtern. 
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